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平 成 18 年 3 月 期 個別業 績 予想の 修 正に関 す るお知 ら せ  

 平成 17 年 5 月 18 日の決算発表時に公表した平成 18 年 3 月期中間期及び通期の個別業績予想を下記の

とおり修正いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 18 年 3 月期中間期 個別業績予想数値の修正（平成 17 年 4月 1日～平成 17 年 9月 30 日） 

                                              （金額の単位：百万円） 

 売  上  高       経 常 利 益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ）      ４８,６００       ２,４００       １,３００

今 回 発 表 予 想            （Ｂ）      ４８,９００        １,７００                ９００

増 減 額          （Ｂ－Ａ）         ３００     ▲   ７００     ▲   ４００

増 減 率            （％）           ０.６     ▲   ２９.２     ▲   ３０.８

（ご参考）前期実績 

  （平成 17 年 3月期中間） 
     ４１,０８４       ２,９９０       ２,０１２

２． 平成 18 年 3 月期通期 個別業績予想数値の修正（平成 17 年 4月 1 日～平成 18 年 3月 31 日） 

                                                                           （金額の単位：百万円） 

 売  上  高       経 常 利 益 当期純 利益       

前 回 発 表 予 想            （Ａ）      ９７,５００       ４,６００       ２,６００

今 回 発 表 予 想            （Ｂ）      ９７,７００        ２,６００             １,４００

増 減 額          （Ｂ－Ａ）         ２００     ▲ ２,０００     ▲ １,２００

増 減 率            （％）           ０.２     ▲   ４３.５     ▲   ４６.２

（ご参考）前期実績 

  （平成 17 年 3月期通期） 
     ８６,２８７        ５,２３７       ３,２２９

 



３． 修 正 の 理 由        

当中間期の売上高におきましては、国内線並びに国際線航空旅客数が伸び悩む中、新商品や季節感のある商品

の積極的な催事販売等により、概ね計画通りに推移したものの、利益面におきまして、従来から経費節減に努め

てまいりましたが、物品販売業における売上総利益率が当初計画比で０.５ポイント低下したこと、東京国際空

港第１旅客ターミナルビルの改修工事見直しによる修繕費や減価償却費並びに店舗運営に関わる業務委託費等

が当初計画を上回る見込みとなりましたので、今回、中間期個別業績予想の修正を行なうものであります。 

また、通期業績予想につきましても、国内線並びに国際線航空旅客需要は引き続き伸び悩むと見込まれる中、

物品販売業における更なる販売施策の強化・実施等により商品売上の増収に努めてまいるものの、施設管理運営

業における家賃収入では、昨年１２月より期限付きで実施しておりました第１旅客ターミナルビルの物販・飲食

テナント店舗に対する賃料の減免措置をさらに継続延長すること等により当初計画を下回ると見込まれ、売上高

全体では、概ね当初計画通りに推移するものと予想されます。一方、利益面におきましては、家賃収入の減少や

中間期個別業績予想の修正等により、当初計画を下回る見込みとなりましたので、通期個別業績予想につきまし

ても修正を行なうものであります。 

なお、連結業績予想につきましては、現在、集計精査中でありますので、まとまり次第発表させていただきま

す。 

 

 ※ 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業

績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                               以 上 


